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1．はじめに

　 対流 圏 エ ア ロ ゾル は 太 陽放射 を散乱 ・吸収 することにより、地球 温暖 化 を抑制 する効果 があるとい

わ れ て い る。 しか し 、 対流圏エ ア ロ ゾル は 寿命が短く、 時 間的 、 地域的 にも濃度 や 成分 が 異 なる。 その

ため 、様 々 な地域に お ける大気エ ア ロ ゾル の 全量お よび化学組成成分の 長期的 観測 が必 要で ある。

　 本研 究 で は 、 これ まで 長期 間にわたっ て の 観測 例 の 少 ない 海洋 上 の エ ア ロ ゾル （本研 究 で は沖縄

近海 ）に つ い て化 学組 成 お よび季 節 変動 を明 らか にす る。また、人 工 衛 星 の 放 射輝 度データを利 用

して 、エ ア ロ ゾ ル 量 の 広 域 分布 を算出する手 法 に つ い ても検 討す る。

2．沖縄 海域 にお ける大 気 エ ア ロ ゾル の 化学 組 成

　 1996 年 3月 〜 1998 年 3月 の約 2年 間にわたり、 沖縄 本 島 北端 の 辺 戸 岬 （26
° 52’N ，128

° 15’

）に

ある観測 所 に お い て 、海 洋性 エ ア ロ ゾル とガス 状 成分 （SO
，
，HCI ，HNO3 ）の サ ン プ リン グを行 っ た。粗 大

粒 子 をサイクロ ン で 除い た粒 子 をフ ィル タ
ー上 に4週 間連続捕集 したもの を 1サン プル とす る。

　 図 1に 大 気 エ ア ロ ゾル の 化 学 組 成 成 分 の 分 析

結 果を示 す 。 E．C は黒色 純炭 素 、Org．は有機 物粒

子 、soil は 土 壌、　s．s．c は 海塩起源 陽イオ ン 、　TPM

は総 重量 濃 度を表 して い る。1996 年 9 月 、1997 年

7、8 月 は 欠測 で ある。

　 エ ア ロ ゾ ル 全 量 （TPM ）の 濃 度 の 季節 変動 をみ る

と、 春 季は 中国 火陸 か らの 気 塊 が飛 来し、土 壌お よ

び 硫 酸塩 粒 子 が増 加 して い る。 夏 季は小 笠原 高気

圧 が発 達 し海 洋性 の 気 団 に お おわ れるた め 、エ ア

ロ ゾル 濃度 が低 くなると考 え られる 。 年 間 を通 し て 、

硫酸 イオ ン が全 体 の 約 5割 をしめて い る 。 また夏季

には 海洋起源 陽イオ ン が全 体 の約 2割を 占め 、 冬

季 に は黒 色純 炭 素 が約 1割 を 占め て い る。
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　 　 　 　 図1 漸 切 ヨ
岬 お 字る釦 力曦城

　 また、海 洋性 エ ア ロ ゾル は黒 色純 炭素 、有機 物粒 子 、硫 酸ア ン モ ニ ウム
、 硝 酸ア ン モ ニ ウム

、 海塩

粒子 、土壌粒 子 の 6種 類で は ぼ表せ ることが わか っ た。これ は陸域 で の 大気 エ ア ロ ゾル の 組 成成分 と

同じで ある 。

3．大気 エ ア ロ ゾル の 光学特性 の 推定とリモ
ー

トセ ン シ ン グ へ の 適用

　 観測した大 気エ ア ロ ゾル の 化学組成を基 に、沖縄 海 域 の 大気 エ ア ロ ゾ ル の 体 積 消 散係 数 　 σ　ext

と、単
一

散 乱 ア ル ベ ドω を計 算により求 めた 。 その 結果 、 単
一

散乱 ア ル ベ ドω は 0．87〜 0．96 で 、 沖縄

海域 の エ ア ロ ゾ ル は散 乱 性 の 強 い エ ア ロ ゾル で あるとい える。また 、こ の 結果 を基に放射伝達計算を

お こない
、 地 球 観測 プラッ トホ ーム 技術 衛 星み どり（ADEQS 、宇 宙開発 事業団）の 海色海 温 走査 放射

計 （OCTS ）の 可 視領域（波長 520nm）の デー
タか ら海 洋 上の 大気 混濁係 数 βの 分布 を算 出 した。この

結果 に つ い て は講 演時 に 述 べ る 。
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